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標準

(1) will

推測や予測を表すwillを使います。「晴れるでしょう」という意味です。

(2) going

be going toの形で、予定を示します。"going"が必要です。

(3) call

未来について質問する場合、willの後に原形を使います。

(4) be

否定の未来形は「will not + 原形」です。"be"は「できる」という意味です。

(5) will

疑問詞で始まる未来形の疑問文です。プロジェクトを終わらせるのはいつか質問しています。

(6) hard

be going toの後に原形の動詞と副詞がきます。"hard"は「一生懸命に」という意味です。

(7) What will you do if it rains?

条件節を含む未来形の疑問文です。

(8) They are going to move next month.

計画や予定を示すbe going toの文です。

(9) You will not regret this decision.

否定の未来形の文です。「この決定を後悔しません」という意味です。

(10) ア

一般的な未来の予測や単純な未来の行動を表すwillを使います。

(11) イ

事前の計画や決定を示すbe going toを使います。

(12) エ

「Would you like」で相手にものを勧める丁寧な表現です。飲食物の勧めには「Would you like」を使います。

(13) ア

条件節を含む未来形の疑問文は「will do」の形になります。

(14) They are going to open a new restaurant next year.

計画や予定を示すbe going toを使って訳します。

(15) You will absolutely like the movie.

予測や予言を表すwillを使って訳します。
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